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                  令和６年度 県立水戸特別支援学校 自己評価表 

                                                                                                                             № １  

目指す学校像 
◆一人一人を尊重し、笑顔で学べる学校 
◆安心して挑戦できる学校 
◆保護者・地域に信頼される学校 

 

昨年度の成果と課題 重 点 項 目 重  点  目  標 達成状況 

成果 
〇ICT を活用し、児童生徒の実態に
合った学習方法を探りながら学習
を進めることができた。また、体験
的な活動を多く取り入れ、進んで地
域へ出ての学習を展開した。 
〇コミュニティ・スクールをとおし
て、アイディアを出し合い、児童生
徒や保護者、地域とともに学校づく
りをする意識が高まった。 
 
●授業づくりにおいて、主体的な学
びにつながる支援方法や指導方法
を探り、児童生徒の個々の実態に応
じて授業が展開できる実践力を向
上させていきたい。 
●学校からの発信力を高め、本校の
取り組みを保護者や地域に届けて
いきたい。 
 

１ 学習活動等 ① 自己表現力を高める授業実践〈授業改善研修・学校研究との連動〉 
 ・対話を意識した授業作り 
 ・ＩＣＴを活用した授業作り 
 ・地域資源を活用した授業作り（CS との連動） 
 ・交流及び共同学習の充実 
 ・体育的・芸術的活動の充実 
② 教科指導等の充実  
 ・教科等の指導と関連した自立活動の指導の充実 
 ・３観点による学習評価等の充実 

 

 

 

 

B  
 

２ 安心安全な学校 ③ 児童生徒・保護者等との信頼関係に基づく学級・学年経営 
 ・安心して学べる環境作り 
 ・学校事故等の未然防止 
 ・安全な医療的ケアの実施  
④ いじめや不登校の早期発見・解決に向けた取組の推進  
 ・アンケートの実施やいじめ対策委員会の充実等 
⑤ 地域や関係機関との連携した防災体制の充実  
 ・学校防災連絡会議の活用と充実等 

 
 
 

B 

３ 地域連携 ⑥ コミュニティ・スクールの活用・充実 
 ・活動の継続と見直し 
 ・子供の願いの実現化 
⑦ PTA と連携した地域活動の推進  
⑧ 情報発信の充実  
 ・HP の充実、PTA や CS と連携した情報発信の工夫 

 
 

B 
  

４ センター的機能 ⑨ センター的機能の充実  
 ・自立活動の視点からの助言・援助 
 ・適切な学びの場の検討に向けた助言 

  
B 

５ 学び続ける教師 
 
 
 

⑩ 専門性の向上  
 ・自立活動の指導力 
⑪  主体的・対話的で深い学びの実践力  
・授業改善研修等の実施  

   
B 

 

６ 働き方改革 ⑫ 子供のための時間作り  
 ・業務内容の見直し及び改善の実施 
⑬ 心理的安全性のある職場環境作り 

 ・コンプライアンスの推進 

 
B 
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評価項目 具体的目標 具 体 的 方 策 
 重点目
標との
関連 

評価 
成果(○)、課題(●)及び次年度（学期）への改善策(◇)  

学校経営 

管理 

教育計画 

学校経営における、重点

目標の達成 

・副校長・教頭、各部主事・校務分掌部長との連携 

・企画及び運営委員会での進捗状況の確認 

・クラスルームを活用した情報の共有 

③  

④  
B  

〇各分掌部が業務内容を確認し、他の関係する分掌

部と連携しながら業務に当たることができた。他を

意識することで、重点目標達成に向け、効率的に仕

事に取り組むようになった。 

〇クラスルーム等を活用し、学校全体だけでなく、

自分の所属する学年、分掌部等での情報共有や連絡

調整をすることができた。 

●より活発な意見交換等ができる話し合いの仕方

に工夫が必要である。 

◇運営委員会への学年主任の参加と、話し合いの時

間の確保。 

教職員の 

育成及び 

指導・監督 

教科等指導力の向上 

・授業改善研修・学校研究と連動 

・教科等の指導と関連した自立活動の指導の充実 

・３観点による学習評価等の充実 

② 

⑩ 

⑪ 

B 

〇計画訪問活用し、学部、学年等で授業づくりの話

し合いを計画的にもち、授業改善へつなげることが

できた。 

●教科と自立活動との相互の関連性や在り方につ

いて、研究とからめながら探り、整理していく必要

がある。 

対外活動 

・コミュニティ・スクー

ルの充実 

・センター的機能の充実 

・昨年度までの活動の継続実施及び児童生徒意見の実現化 

・自立活動の視点からの助言・援助及び適切な学びの場の検

討に向けた助言 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

B 

〇学校運営協議会委員とのつながりから、出前授業

や作品展示、職場体験等が昨年以上に充実したもの

になり、児童生徒の学びにつながった。 

〇視線入力等の体験会や巡回相談等を計画的に進

め、センター的役割を担うことができた。 

●コミュニティ・スクールの取組み等を全部の児童

生徒、職員、保護者が分かるように周知していく。 

◇地域の人材把握。 

コンプライ

アンス確保 
不祥事ゼロ 

・人権教育（みんなえがお）アンケート年３回実施 

・アンケートの結果を踏まえた教員面談での助言 

・見られる環境つくり（CS の活用等による来校者の集客） 

・不祥事防止等に向けての研修の実施 

・コンプライアンス委員会の充実と活用 

  ③ 

  ④ 

  ⑤ 

B 

〇全職員の情報セキュリティ等の研修の実施や個

人情報等に関するダブルチェックの徹底により、職

員一人一人の不祥事防止の意識を高めることがで

きた。 

●誤解をまね言動には十分注意し、児童生徒の気持
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ちを一番に考えた指導の在り方を再確認したい。 

◇学部、学年、学級等でのチームによるチェック機 

能の確立。 

働き方 

改革 

心理的安全性のある職場

環境作り 

・トップダウン・ボトムアップ研修の両立 

・コンプライアンス委員会の活用・充実 

・話し合いの場の設定 

⑫ 

⑬ 
B 

〇一部の職員に負担がかからないよう、部主事や校

務分掌部長、学年主任等が仕事を分担し、均等化で

きるようになってきた。 

〇コンプライアンス委員が、月ごとにテーマを設

け、職員のコンプライアンスへの意識向上を図るこ

とができた。 

●言葉の掛け方や、口調、声の大きさ等について、

相手の立場に立った伝え方に注意が必要である。 

◇定期的に当事者意識がもてる研修の実施。 

ＩＣＴ活用 

児童生徒一人一人に応じ

た、生活を豊かにするタ

ブレット端末の活用 

・児童生徒の実態に応じた、ICT 活用研修実施  

・児童生徒の実態別 ICT 教材の蓄積・共有  

・ICT 部と連携した教員研修の実施  

・授業参観及び教員面談等での確認 

 ① 

  ② 
B 

〇ICT推進部による校内向け機器活用に関する研修

を実施。定期的に教員に分かりやすい研修ができ

た。 

〇児童生徒の実態を丁寧に把握し、操作をしやすく

する等の工夫をしながら ICT を活用した学習活動

が展開された。 

●ICT機器を扱う際の注意点等を踏まえた情報教育

を充実させていく。 

学習指導 
児童生徒の自己表現力の

育成  

・授業改善研修・学校研究と連動 

・対話を意識した授業作り 

・ICT を活用した授業作り 

・交流及び共同学習の活用 

・地域資源の活用 

    ① 

  ② 
B 

〇授業改善に向け、学年や係等で話し合う機会が増

えた。 

〇児童生徒が自分なりに表現する術を身に付ける

ことができるよう、ICT を活用したり、発表の場を

設定したりすることができた。 

●人数の少ない学級では、学習活動の幅を広げる

等、工夫が必要である。 

◇他校とのオンライン授業等。 

 

 ※評価基準： Ａ：十分達成できている Ｂ：達成できている Ｃ：概ね達成できている Ｄ：不十分である Ｅ：できていない 


